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Shari TownShari Town
AssemblyAssembly議会だより議会だより

この大地で収穫されたてん菜・ビートこの大地で収穫されたてん菜・ビート
加工を待つ準備加工を待つ準備

令和４年度の農業生産額は令和４年度の農業生産額は
１２５億円！１２５億円！
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●
流
氷
観
光
振
興
事
業
　
総
額
３
５
０
０
万
円

●
生
活
者
支
援
事
業　
　

総
額
３
３
３
４
万
円

◦
ク
ー
ポ
ン
発
行　
　
　
　
　

２
９
２
０
万
円

冬
季
観
光
の
季
節
来
訪
者
向
け
に
デ
ジ
タ
ル

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
４
種
類
の
支
援
区
分

櫻
井
議
員
　
海
難
事
故
か
ら
の
回
復
と
は
何
を

も
っ
て
回
復
と
捉
え
ま
す
か
？

商
工
観
光
　
宿
泊
者
の
回
復
と
考
え
て
い
ま
す
。 

宿
泊
支
援
に
つ
な
が
る
ク
ー
ポ
ン
で
す
。

櫻
井
議
員
　
冬
季
間
支
援
で
す
。
影
響
の
大
き

か
っ
た
観
光
船
関
係
へ
の
支
援
は
？

商
工
観
光
　
意
見
徴
収
含
め
て
来
年
度
の
中
で

考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◦
地
域
公
共
交
通
運
行
支
援　
　

１
４
０
万
円

女
満
別
空
港
路
線
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の

増
便
を
支
援

◦
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

３
４
０
万
円

流
氷
観
光
の
Ｐ
Ｒ
へ
観
光
庁
補
助
事
業
と
合

わ
せ
て
補
助
を
行
う

◦
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
運
営
支
援　

１
０
０
万
円

冬
季
知
床
五
湖
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
除
雪
経
費

分
（
道
々
）
を
補
助

櫻
井
議
員
　
知
床
五
湖
の
冬
の
ツ
ア
ー
の
利
用

に
関
し
て
支
援
す
る
内
容
は
？

総
務
部
長
　
道
々
の
除
雪
費
用
で
す
。

櫻
井
議
員
　
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、
夏
同
様

に
利
用
調
整
地
区
へ
の
考
え
は
？

総
務
部
長
　
町
と
し
て
も
、
環
境
省
に
要
望
し

て
い
ま
す
。

◦
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支
援　

１
２
１
８
万
円

光
熱
水
費
高
騰
で
低
所
得
高
齢
者
、
障
が
い

者
世
帯
へ
支
援 

１
世
帯 

１
２
０
０
０
円

◦
物
価
高
騰
等
生
活
支
援　
　

２
０
１
６
万
円

上
水
道
基
本
料
免
除
と
水
道
利
用
組
合
支
援

若
木
議
員　

生
活
応
援
に
水
道
を
選
ん
だ
理
由

は
？

財
政
　
制
度
構
築
を
行
い
生
活
者
へ
の
下
支
え

と
判
断
し
ま
し
た
。

若
木
議
員　

約
１
５
０
戸
の
水
道
の
な
い
方
へ

の
支
援
は
？

副
町
長
　
水
道
施
設
は
公
共
財
、
井
戸
は
私
的

財
、
支
援
は
で
き
ま
せ
ん
。

若
木
議
員　

生
活
支
援
が
目
的
で
す
。

　

事
業
の
再
検
討
を
す
べ
き
で
は
？

副
町
長
　
変
え
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

桜
井
議
員　

一
般
財
源
も
使
う
支
援
は
全
町
民

を
対
象
に
す
べ
き
で
は
？

副
町
長
　
事
業
は
こ
れ
で
実
施
し
ま
す
。

　
や
む
得
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

●１１月臨時議会では、人事院勧告にもと
づく、職員、特別職等に関わる各条例の
一部改正を行いました。また、コロナ感
染対応地方再生臨時交付金などに関連す
る事業・補正予算についての審議が行わ
れました。

■
一
般
会
計
補
正
予
算　
第
８
回

コ
ロ
ナ
感
染
関
係
事
業
・
質
疑

11
月
24
日

２０２２年１０月２２日にご逝去され
ました宮内議員への追悼演説が、
ご家族ご参列の中、議場にて
行われました。７期27年の議
員活動に深く敬意を表し、ご
冥福をお祈りいたします。

11
月
臨
時
会
議
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久
野
議
員　

今
後
の
支
援
増
額
は
？

商
工
観
光
　
商
工
会
と
調
整
し
、考
え
ま
す
。

若
木
議
員
　
町
外
の
方
含
め
て
チ
ラ
シ
デ
ザ

イ
ン
な
ど
Ｐ
Ｒ
の
検
討
は
必
要
で
は
？

商
工
観
光
　
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

桜
井
議
員
　
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の

積
極
的
な
活
用
は
？
ポ
テ
ト
カ
ー
ド
は
？

商
工
観
光
　
今
後
も
活
用
す
る
べ
き
と
思
っ

て
い
ま
す
。
商
工
関
係
者
の
動
き
を
見
な
が

ら
進
め
ま
す
。

◦
事
業
者
支
援
（
追
加
）　

１
０
０
０
万
円

北
海
道
の
助
成
金
活
用
で
追
加
発
行
を
デ

ジ
タ
ル
と
ポ
テ
ト
カ
ー
ド
で
実
施
す
る

◦
一
次
産
業
燃
油
生
産
資
材
厚
労
対
策
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
２
８
万
円

町
内
の
農
林
水
産
事
業
者
へ
の
支
援

若
木
議
員
　
運
輸
関
係
者
へ
の
支
援
は
？

今
後
の
状
況
見
据
え
た
支
援
の
必
要
は
？

財
政
　
９
月
補
正
の
事
業
者
支
援
事
業
の
中

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
の
対
応
が

あ
っ
た
場
合
は
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

条
例
の
改
正

◦
斜
里
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
な
ど
関
連
す
る
５
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

選
挙
第
1
号

◦
斜
里
郡
３
町
終
末
処
理
事
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
議
員
選
挙

　
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
暮
千
秋　

議
員

■
一
般
会
計
補
正
予
算　
第
９
・
10
回

96
億
０
１
１
８
万
円

12
月
14
日
〜
16
日

12
月
定
例
会
議

久
保
議
員　

自
治
体
の
責
任
と
し
て
支
援

さ
れ
る
の
で
す
か
？
賠
償
責
任
ま
で
町
は

考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

総
務
部
長
　
責
任
に
伴
う
経
費
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
基
金
の
意
志
も
含
め
、
捜

索
へ
の
支
援
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

【
総
務
】

◦
遊
覧
船
事
故
対
応　
　
　

６
１
０
万
円

捜
索
に
関
わ
っ
た
機
関
へ
の
支
援
金

小
暮
議
員　

今
後
の
対
応
は
？
児
童
館
と

の
住
み
分
け
も
考
慮
し
て
は
？

こ
ど
も
支
援
　
実
情
に
合
わ
せ
た
配
置
と

し
て
い
き
ま
す
。

【
民
生
】

◦
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
５
万
円

交
付
金
要
件
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
に

【
衛
生
】

◦
ウ
ト
ロ
粗
大
ご
み
収
納
物
置
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
０
万
円

ウ
ト
ロ
支
所
に
集
積
場
を
設
置
し
ま
す

【
農
業
】

◦
て
ん
さ
い
遊
離
土
乾
燥
前
処
理
施
設

　

整
備
事
業　
　
　
　
　
　

５
７
０
万
円

遊
離
土
前
処
理
施
設
の
施
設
整
備
等

【
水
産
】

◦
漁
獲
物
冷
却
装
置
購
入
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
０
万
円

タ
コ
漁
船
に
冷
却
装
置
を
搭
載
、
安
定

供
給
と
高
品
質
化
を
目
指
し
ま
す

久
野
議
員　

増
床
に
よ
り
現
在
小
清
水
日

赤
病
院
へ
の
送
迎
事
業
は
ど
の
よ
う
に
な

り
ま
す
か
？

保
険
福
祉
　
国
保
病
院
へ
の
通
院
希
望
も

含
め
て
、
今
後
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

【
病
院
事
業
会
計
】

◦
人
工
透
析
増
床
事
業　

５
７
０
８
万
円

２
床
増
床
に
伴
う
整
備
、
シ
ス
テ
ム
導

入
を
行
い
ま
す

■
特
別
・
企
業
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
、公
共
下
水
道
事
業
、

介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
補

正
予
算
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意　
　
見　
　
書

物
価
高
に
お
け
る
農
畜
産
物
の
適
正
な
価

格
形
成
と
農
業
経
営
の
存
続
に
向
け
た
需

給
改
善
対
策
等
の
強
化
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者
　
若
木
　
雅
美

＊
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た

●12月定例会議では、職員の定年延長に関わる条例改正、一般会計補正予算、
　特別・企業会計などの審議が行われ、いづれも全会一致で可決されました。
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全員協議会
　町から町政全般に関わる事項や、重用施策についてあらかじめ
補足的な説明を受けるために、必要に応じて開催される会議です。
12月会議では２件でした。

◦効果的な情報発進の推進では、町公式LINEを導入し既存のメデイアとの役割分担を整理。
子育て関連情報等の発信を進めています。 
ほっとメール＠しやり登録者数5,655人（令和４年９月末現在）。
◦協働による地域活動推進は、事業の継続性のため「フォローアップ事業」を追加しハード

事業１３自治会１３事業。ソフト事業５自治会７事業。連合会１事業。 
介護施設等の人員不足対応に創設した行政ポイント付与の「ボランティア制度」は、現在
コロナ禍により活用が進んでいません。
◦事務事業の効率化は、３月よりコンビニでの証明書交付サービスを実施します。 

ICT活用では、児童の登降園管理や保護者への文書送信、保育の各種帳票管理など利用者
の利便性の向上と保育現場の環境改善を図ります。（１月から導入予定）
◦計画的な財政運営の基金運用は、「債権運用指針」「債権運用プラン」を定め、債券による

基金運用を開始しました。

① 第６次斜里町行政改革実施計画（令和元年度～５年度）の進行管理について

議
案

12
月
定
例
会
議

◦斜里町議会議員及び斜里町町長の選挙における選挙活動の公
費負担に関する条例
選挙カー、ビラなどの公費負担限度額が引き上げられました。

◦職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
職員の定年を６０歳から６５歳に段階的に引き上げることに関連
する５件の条例を改正しました。

◦斜里町印鑑条例の一部を改正する条例
コンビニエンスストアでの印鑑証明の取得が可能になります。

ほか２件の条例改正が行われ、１２月議会では計１１件の条例改正
が行われました。

条 例 改 正
◦議員の辞任
１２月会議開催中に、山内議員より辞
職届が議長に提出され議会…

◦宮内議員のご逝去に伴い、産業厚生
常任委員会委員長の選任を委員会で
行いました。また、山内議員の辞職
により委員会では２名の欠員となり
ましたが、委員会構成４名で活動継
続としました。

◦斜里町老人福祉センター（斜里町社会福祉協議会）
◦斜里町高齢者生活福祉センター（斜里町社会福祉協議会）
◦道の駅しゃり（斜里工房しれとこ屋）
◦道の駅うとろ・シリエトク（NPO法人知床斜里町観光協会）
◦ウトロ温泉夕陽台の湯（NPO法人知床斜里町観光協会）

公の施設に係る指定管理者の指定

議 会 人 事

委員会人事の選任
●産業厚生常任委員会
　委員長　小暮　千秋

●議会運営委員会
　委　員　久保耕一郎
　委　員　小暮　千秋

選挙管理委員
補充員の選挙

◦棚山　清昭　　　◦弦間　秀子
◦佐々木妃佐子　　◦佐藤　敏尋

＊敬称省略

② 第６次総合計画の実施結果取りまとめと総括について
◦総合計画の進行管理については、９年目の行政内部評価・町民評価・第７次計画

策定作業を、10年目は第６次計画総括・第７次計画策定作業等を行いました。
◦令和５年度計画期間満了に伴い町民アンケート（無作為1,500名、回収率41.7％）

実施しました。
◦第６次の評価は、第７次総合計画の策定と同時進行のため町民委員（28名）から

の意見聴取と評価が終了し、年度末には第７次総合計画策定に於ける主要課題の
提示へと進めていきます。
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馬場町３期１２年の総括と評価について
海道　 徹 議員海道　 徹 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

げ
て
き
た
幸
せ
実
感
・
あ
っ

た
か
斜
里
町
と
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
幸
せ
実
感
・
あ
っ
た

か
斜
里
町
と
は
、
人
は
皆
、

う
れ
し
い
・
楽
し
い
・
満
足

と
い
っ
た
幸
せ
を
求
め
て
生

き
て
い
る
と
、
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。
自
分
さ
え
よ
け

れ
ば
で
は
な
く
、
他
人
の
こ

と
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
、 

誰
か
が
困
っ
て
い
た
ら
助
け

ら
れ
る
人
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
思
い
や
れ
る
人
、
お

も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
接

す
る
人
、
そ
ん
な
あ
た
た
か

い
心
を
持
つ
人
が
い
っ
ぱ
い

い
る
斜
里
町
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
評
価
で
き
る
成
果
と
実

績
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
財
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
進
め
、
次
期
第
７
次

総
合
計
画
策
定
に
お
け
る
財

政
基
盤
を
整
え
た
こ
と
。
病

院
・
水
道
企
業
会
計
・
下
水

道
事
業
会
計
の
経
営
基
盤
向

上
に
一
定
の
成
果
を
見
た
こ

と
。
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
構
築
や
コ
ロ
ナ
リ
ス
ク

軽
減
な
ど
リ
ス
ク
管
理
が
さ

れ
た
こ
と
。
定
住
自
立
圏
構

想
や
広
域
連
携
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
。
町
民
懇

談
会
を
開
催
し
広
報
広
聴
・

住
民
参
加
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
な
ど
が
成
果
・

実
績
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
一
方
で
や
り
残
し
た
課

題
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

ま
す
か
。

町
長
　
知
床
遊
覧
船
事
故
後

の
捜
索
・
慰
霊
事
業
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
リ
ス
ク
管
理
・

安
全
対
策
、
知
床
観
光
の
復

活
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
、
収

束
以
後
の
財
源
確
保
を
含
め

た
地
域
経
済
対
策
の
実
行
、

広
域
で
の
一
般
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
の
整
備
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
に
対
す
る

地
域
公
共
交
通
対
策
、
人
材

確
保
の
困
難
性
か
ら
十
分
な

量
の
様
々
な
福
祉
介
護
サ
ー

ビ
ス
分
野
で
の
提
供
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
12
年
間
を

振
り
返
っ
た
時
、行
政
改
革
、

職
員
の
意
識
改
革
、
財
政
の

健
全
化
他
、
第
５
次
・
６
次

斜
里
町
総
合
計
画
に
基
づ
き
、 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
実
績
と
積
み
残

し
た
課
題
も
含
め
、
３
期
12

年
の
総
括
を
ど
の
よ
う
に
評

価
を
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
こ
の
12
年
間
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
一
つ
一
つ
の

判
断
と
対
応
に
そ
れ
ぞ
れ
言

い
尽
く
せ
な
い
思
い
が
去
来

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
２
月
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に

翻
弄
さ
れ
る
日
々
が
続
き
、

波
状
的
な
流
行
の
た
び
に
感

染
防
止
対
策
、
感
染
流
行
の

状
況
を
鑑
み
な
が
ら
事
業
者

支
援
・
需
要
喚
起
策
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
加
速
度
的

に
進
む
社
会
変
容
へ
の
対
応

と
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

再
構
築
が
、
大
き
な
課
題
と

捉
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
４
月
23
日
に
起
き
ま
し

た
知
床
遊
覧
船
事
故
は
、
町

民
の
皆
様
、
職
員
に
と
っ
て

も
い
ま
だ
経
験
の
な
い
中
、

町
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

問
　
町
長
が
就
任
以
来
、
掲

キャプション

問
　
い
ま
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
到
来
に
よ
り
、
目
ま
ぐ
る

し
い
時
代
の
変
革
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
来
年
の
地
方
選

挙
に
つ
い
て
、
馬
場
町
長
は

出
馬
の
考
え
は
あ
る
の
か
決

意
の
ほ
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

町
長
　
ま
ず
は
当
面
す
る
課

題
の
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進

が
国
・
地
方
を
あ
げ
て
の
命

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
７

次
斜
里
町
総
合
計
画
で
は
次

の
10
年
の
方
向
性
を
し
っ
か

り
と
し
た
も
の
に
し
て
い
き

た
い
、
ま
だ
ま
だ
や
り
残
し

た
事
が
山
積
す
る
中
、
私
は

課
題
・
困
難
に
対
し
て
逃
げ

る
こ
と
な
く
真
摯
に
取
り
組

み
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験

を
生
か
し
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
す
。
そ
の
気
持
ち
で
４

期
目
に
立
起
し
、
町
政
発
展

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ

り
ま
す
。

問
　
町
長
は
政
治
家
で
す
。

政
治
家
と
は
、
町
民
・
住
民

が
地
域
で
生
き
て
い
る
社
会

へ
の
要
求
を
正
確
に
感
じ
取

り
、
具
現
化
し
町
政
運
営
を

進
め
て
行
く
の
か
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か

か
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
が
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
と

の
懇
談
会
も
含
め
、
信
頼
関

係
を
構
築
し
、
さ
ら
な
る
広

報
広
聴
・
住
民
参
加
を
進
め

る
な
ど
、
民
主
的
な
町
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

馬
場
町
政
４
期
目
の

考
え
は
？ 
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し
て
い
ま
し
た
が
、
法
人
化

に
で
き
な
い
問
題
点
等
が
あ

る
の
で
す
か
？

　

ま
た
、
町
と
し
て
「
観
光

協
会
」
と
「
一
社
」
が
今
後

ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
で
進

ん
で
行
く
の
か
、
進
捗
状
況

と
合
わ
せ
て
、
町
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
収
支
見
通
し
が
た
た
ず

株
式
会
社
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
は
観
光
案
内
・
情

報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
・
集
客
イ
ベ

ン
ト
・
施
設
管
理
な
ど
で
あ

り
、
一
社
知
床
し
ゃ
り
は
、

旅
行
者
の
求
め
る
情
報
や
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
両
組
織
で
の
議
論

の
推
移
を
見
守
り
必
要
に
応

じ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

今井今井  千春 議員千春 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

継続的に物価高対策を！！
録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

問
　
今
期
は
コ
ロ
ナ
か
ら
始

ま
り
、
海
難
事
故
も
あ
り
、

さ
ら
に
は
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
、
生
活
必
需
品
を

は
じ
め
電
気
ガ
ス
・
灯
油
な

ど
町
民
は
も
と
よ
り
、
各
産

業
界
に
大
打
撃
を
受
け
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

そ
れ
な
り
に
予
算
化
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
年
度
予
算
に

お
い
て
も
特
に
低
所
得
者
層

と
観
光
産
業
に
対
し
て
継
続

的
な
対
策
を
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

町
長
　
今
後
の
状
況
を
見
定

め
た
上
、
必
要
と
思
わ
れ
る

支
援
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

開
設
場
所
の
確
保
、
民
間
学

習
塾
と
の
関
係
な
ど
が
大
き

な
課
題
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
「
学
び

の
場
づ
く
り
」
を
優
先
的
に

検
討
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
授
業
時
間
以
外
で
の
学

習
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
環

境
整
備
を
推
進
し
て
行
き
ま

す
。

問　

こ
れ
ま
で
も
種
々
の
学

力
向
上
・
対
策
な
ど
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
の
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
全
国

平
均
よ
り
も
低
い
結
果
と
な

っ
て
お
り
、
特
に
家
庭
学
習

に
つ
い
て
は
低
い
数
値
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
習

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
無
理
と
し
て
も
、 

早
急
に
公
設
民
営
塾
な
ど
来

今
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
を
見
て

今
後
の
対
策
は
？

問
　
令
和
元
年
度
か
ら
、 

町
と
観
光
協
会
・
お
よ

び
商
工
会
が
出
資
し

「
一
社
」
が
設
立
し
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
社
団
法
人
か
ら

株
式
会
社
に
な
っ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
で
す

か
？

　

計
画
で
は
翌
年
に
は

法
人
化
に
な
る
と
理
解

今
後
の
「
知
床
斜
里
町

観
光
協
会
」
と
「
一
社

知
床
し
ゃ
り
」
の
役
割

分
担
は
？

問
　
今
ま
で
何
度
か
一
般
質

問
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
優

先
順
位
が
あ
る
の
で
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
浴
施
設

を
利
用
し
て
欲
し
い
な
ど
の

回
答
で
し
た
。
そ
の
こ
と
に

関
し
て
は
、
一
時
的
な
利
用

だ
と
理
解
し
て
き
ま
し
た
が
、 

町
民
の
声
は
や
は
り
町
内
に

温
浴
施
設
を
ぜ
ひ
と
も
実
現

し
て
欲
し
い
！
と
い
う
声
が

非
常
に
多
く
聞
こ
え
て
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
町
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
計
画
的
に
温
浴

施
設
の
実
現
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

町
長
　
温
泉
が
欲
し
い
と
い

温
浴
施
設
の
実
現
に

向
け
て
！

キャプション

キャプション

う
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
分

野
別
の
論
点
整
理
が
必
要
で

あ
り
、
民
間
活
力
に
よ
る
新

た
な
投
資
の
可
能
性
を
注
視

す
る
段
階
で
す
。

年
度
に
向
け
て

予
算
化
し
運
営

し
な
け
れ
ば
、

毎
年
同
じ
結
果

に
な
っ
て
行
く

の
で
は
な
い
か

と
大
変
危
惧
し

て
お
り
ま
す
の

で
、
教
育
長
の

所
見
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長
　
公
設

民
営
塾
の
開
設

に
つ
い
て
は
、

多
額
の
財
政
負

担
が
継
続
的
に

必
要
で
あ
り
、

キャプション
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を
牽
引
し
て
い
く
組
織
で
す
。 

町
に
と
っ
て
は
重
要
な
産
業

で
す
。
大
き
な
落
ち
込
み
、

信
頼
回
復
も
含
め
て
積
極
的

な
関
わ
り
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

両
団
体
に
は
こ
れ
ま
で
の

知
床
観
光
に
関
わ
っ
て
き
た

人
材
、
新
し
い
視
点
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
も
多
く

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
積
極
的
に

町
が
動
く
べ
き
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
応
援
し
て
い
く
つ
も

り
で
い
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
で
停
滞
し
た
観
光
。 

建
設
か
ら
15
年
以
上
経
過
し

た
道
の
駅
。
町
の
再
整
備
、

再
構
築
を
待
っ
て
い
ま
す
が
、 

な
か
な
か
動
き
出
さ
ず
、
方

向
性
も
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

●
令
和
元
年
、
町
は
今
後
の

商
工
観
光
推
進
の
役
割
を
担

う
組
織
と
し
て
、（
一
社
）

知
床
し
ゃ
り
設
立
時
に
事
業

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
な
か
な
か
観
光

協
会
事
業
と
の
役
割
分
担
も

見
え
ま
せ
ん
。
今
後
の
方
向

性
を
確
認
し
ま
す
。

（
以
降
知
床
し
ゃ
り
）

問
　
知
床
し
ゃ
り
の
設
立
目

的
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長
　
商
工
会
と
観
光
協
会

の
２
社
に
よ
る
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

地
域
商
社
及
び
ま
ち
づ
く
り

会
社
の
機
能
を
併
せ
持
つ
法

人
の
設
立
」
が
目
的
で
す
。

問
　
両
団
体
の
事
業
、
今
後

の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
知
床
し
ゃ
り
に
は
今

後
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
機
能

の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
観
光
協
会
は
各
種

観
光
振
興
事
業
を
推
進
す
る

組
織
で
す
。

　
今
後
、
知
床
し
ゃ
り
の
事

業
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
際
に
は
、
観
光
協
会
と
の

役
割
分
担
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は

役
割
分
担
の
整
理
の
明
確
化

が
困
難
な
状
況
で
す
。

問
　
町
の
知
床
観
光
の
振
興

知
床
し
ゃ
り
　
と
　
観
光
協
会

問
　
道
の
駅
シ
リ
エ
ト
ク
へ

の
こ
れ
ま
で
の
評
価
は
？

町
長
　
開
館
以
来
、
観
光
拠

点
と
し
て
役
割
は
果
た
せ
て

い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
求
め
ら
れ
る
道
の

駅
機
能
を
ど
う
ま
す
か
？

町
長
　
建
物
の
機
能
保
持
を

図
り
な
が
ら
、
短
期
的
に
は

テ
ナ
ン
ト
の
要
望
に
応
え
た

改
修
と
、
中
長
期
的
な
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
新
年
度
予
算
に
計
上
の

「
観
光
施
設
整
備
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
事
業
に
つ
い
て
道

の
駅
の
再
整
備
に
関
す
る
進

捗
状
況
は
？

町
長
　
ま
だ
、
Ｗ
Ｓ
は
開
催

し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
答
弁
に
あ
る
、
テ
ナ
ン

ト
事
業
者
の
要
望
内
容
は
、

こ
の
Ｗ
Ｓ
の
実
施
を
踏
ま
え

た
上
で
、
提
出
さ
れ
た
も
の

で
す
か
？

町
長
　
事
業
者
要
望
は
道
の

駅
の
再
整
備
、
再
投
資
事
業

観光客のニーズは増えている道
の駅・集客の可能性は広く
早急な施設整備が必要です

と
は
関
連
せ
ず
再
整
備
の
Ｗ

Ｓ
は
説
明
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
今
後
の
知
床
観
光
の
核

施
設
と
し
て
の
機
能
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
Ｗ
Ｓ
が
開
催
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

リ
ス
ク
管
理
も
求
め
ら
れ

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
具

現
化
の
た
め
に
も
、
早
急
に

動
く
べ
き
で
は
？

町
長
　
遊
覧
船
事
故
対
応
リ

ス
ク
管
理
に
関
わ
る
中
、
開

催
が
遅
れ
ま
し
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す

る
情
報
発
信
も
観
光
協
会
に

求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
　
道
の
駅
の
施
設
的
な
課

題
も
あ
り
、
情
報
発
信
の
掲

示
に
は
、
も
は
や
限
界
が
あ

る
こ
と
は
、
ご
存
知
の
は
ず

で
す
。

　

今
後
、
再
整
備
、
再
投
資

に
つ
い
て
の
事
業
を
推
進
し
、 

課
題
や
今
後
の
展
開
を
遺
産

セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
含
め
て
精

力
的
に
関
係
者
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
長
　
知
恵
を
働
か
せ
、
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
事
業
者
要
望
の
調
整
も

早
急
に
進
め
る
べ
き
で
は
？

　

町
の
優
先
順
位
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
、
事
業
者
の
優

先
順
位
も
考
え
る
べ
き
で
す
。

町
長
　
精
力
的
に
や
っ
て
行

く
つ
も
り
で
す
。

求められる情
報の発信！
しかし、施設
的には、もは
や限界です。
観光客の求め
る情報発信力
に対応限界の
施設

レジカウンターが通路から丸
見えなど以前から課題は多い

知床らしい観光地域づくりＤＭＯを、目指して欲しい！
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若木 雅美 議員若木 雅美 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問
「水は生活に不可欠」生活支援を
公共財利用者に限定するのはなぜ？

録画映像を動画でチェック▶

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
だ
け
で
こ
れ

ら
の
施
策
が
成
り
立
つ
も
の

で
は
な
く
、
町
民
や
各
事
業

者
な
ど
官
民
が
う
ま
く
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

再
質
問　

町
内
に
ど
の
よ
う

な
労
働
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
把
握
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
労
働
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
時
期
毎
の
仕
事
を
つ
な

ぐ
調
査
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

再
質
問　

移
住
を
検
討
さ
れ

る
方
に
、
一
定
期
間
住
む
場

所
を
用
意
す
る
事
は
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

町
長
　
居
住
環
境
の
整
備
は

重
要
な
事
と
考
え
ま
す
。

12月定例会議

問
　
11
月
臨
時
会
議

で
決
ま
り
ま
し
た
、

「
物
価
高
騰
等
生
活

支
援
事
業
」
は
、
補

償
補
て
ん
と
い
う
意

味
で
の
支
援
で
は
な

く
、
物
価
上
昇
に
よ

る
生
活
一
般
に
対
す

る
経
済
的
支
援
で
す
。 

ま
た
、
支
援
の
対
象

者
を
水
道
利
用
者
と

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま

す
か
？

町
長
　
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
、 

最
大
限
支
援
で
き
る
こ
と
で

す
。

再
質
問　

コ
ス
ト
を
か
け
ず

に
最
大
限
の
支
援
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
同
水
準
の
支

援
や
全
く
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
世
帯
が
あ
る
点
は
ど
う

お
考
え
で
す
か
？

町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
一
つ
の
事
業
で
全
て

を
支
援
は
で
き
ま
せ
ん
。

再
質
問　

こ
の
事
業
で
支
援

を
受
け
ら
れ
な
い
約
１
５
０

世
帯
へ
は
物
価
高
騰
生
活
支

援
は
必
要
な
い
と
お
考
え
で

す
か
？

町
長
　
そ
う
い
う
判
断
を
し

ま
し
た
。

再
質
問　

水
道
を
町
内
全
域

に
整
備
で
き
な
い
こ
と
を
踏

情
報
提
供
と
し
て
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
設
置
と
合
わ
せ
て

相
談
窓
口
の
分
か
り
や
す
い

体
制
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
更
な
る
推
進
を
図
る
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、

①
知
床
に
住
む
こ
と
を
希
望

す
る
人
の
「
し
ご
と
」
に
つ

い
て
、
情
報
提
供
に
と
ど
ま

ら
ず
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
体
験
機
会
を
設
け
る
こ

と
や
、
し
ご
と
体
験
期
間
中

の
人
が
住
む
場
所
の
用
意

②
町
内
企
業
の
情
報
発
信
や

大
学
生
の
町
内
企
業
へ
の
就

職
活
動
の
支
援

③
観
光
と
農
業
・
漁
業
体
験

を
結
び
つ
け
た
ツ
ア
ー
な
ど

の
企
画
実
施

ま
え
る
と
、
住
ん
で
い
る
場

所
に
よ
っ
て
支
援
に
差
が
生

じ
た
り
、
全
く
支
援
が
な
い

こ
と
は
、
生
活
応
援
と
い
う

点
か
ら
は
公
平
で
は
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
水
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
、
水
道
基
本
料
に
着

目
し
た
支
援
と
し
て
い
ま
す
。

「水道」ではなく「水」に
着目した生活応援を全
世帯へ 

問
　 

「
第
２
期
斜
里
町
ま
ち

ひ
と
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」 

を
推
進
す
る
に
は
、
斜
里
町

に
住
み
た
い
と
思
う
人
を
発

掘
す
る
た
め
の
情
報
発
信
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
の

受
入
体
制
の
強
化
、
住
む
場

所
の
確
保
、
仕
事
の
紹
介
な

ど
、
多
く
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

多
岐
に
わ
た
る
対
応
を
、

産
業
間
、
企
業
間
な
ど
の
連

携
で
こ
れ
ま
で
進
め
て
い
ま

す
が
、
更
な
る
推
進
、
確
実

な
実
績
を
重
ね
て
い
く
た
め

に
は
、
移
住
希
望
者
や
企
業

の
相
談
窓
口
を
庁
舎
内
に
設

置
し
、
横
断
的
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

町
長
　
今
後
、
移
住
関
係
の

移
住
相
談
窓
口
を
庁

舎
内
に

し
た
の
は
、「
水
」
が
住
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
最
も
普

遍
的
な
生
活
必
需
品
、
生
き

る
た
め
に
絶
対
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
着

目
し
、
広
く
町
民
に
支
援
を

行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
判
断
し
た
事
業
で
あ
る

な
ら
ば
、
使
用
施
設
の
違
い

に
よ
っ
て
支
援
金
配
分
を
区

分
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

町
内
の
上
水
道
利
用
者
、

水
道
組
合
加
入
者
、
井
戸
水

利
用
者
の
全
て
に
同
水
準
の

支
援
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
今
回
の
支
援
の
制
度

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共

財
た
る
水
道
の
「
基
本
料
」

の
負
担
軽
減
に
着
目
し
た
支

援
措
置
で
す
。

再
質
問　

こ
の
事
業
の
効
果

　

３
点
に
つ
い
て
、 

町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

町
長
　
他
の
地
域

の
先
進
的
な
取
り

組
み
が
斜
里
町
に

そ
の
ま
ま
当
て
は

ま
る
も
の
と
は
限

ら
ず
、
町
の
実
情

に
沿
っ
た
、
人
的

資
源
、自
然
環
境
、

産
業
の
状
況
な
ど

と
か
み
合
っ
た
取

り
組
み
で
あ
る
必

移住定住の相談窓口は行政が担うべき
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『犯罪被害者等支援条例』制定しては？ 
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町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

問　

全
国
自
治
体
で
は
、
犯

罪
被
害
者
等
支
援
に
特
化
し

た
条
例
を
制
定
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
加
害
者
に
よ
る

損
害
賠
償
、
警
察
に
よ
る
支

援
、
国
の
犯
罪
被
害
者
給
付

制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
受
給

ま
で
に
大
変
な
労
力
と
時
間

が
か
か
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

万
が
一
被
害
を
受
け
た
と
き

に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
支
援
体
制
を
具
体
的
に

整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
現
在
、
制
定
に
向
け

て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
先
進
自
治
体
の
取

り
組
み
や
近
隣
自
治
体
と
の

情
報
交
換
、
勉
強
会
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

被
害
を
受
け
た
場

合
、
直
後
か
ら
医
療
費
や
休

職
・
離
職
に
伴
う
収
入
減
、

転
居
費
用
な
ど
予
期
せ
ぬ
経

済
的
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　

見
舞
金
を
支
給
す
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
が
、
見
舞
金

に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か 

？町
長
　
ど
こ
ま
で
す
べ
き
か
、 

し
っ
か
り
判
断
を
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

再
び
平
穏
な
生
活

が
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

問　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
斜
里
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
ぽ
る
と
21
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
拠
点
」
と
し
て

全
て
の
子
育
て
世
代
を
対
象

と
し
た
相
談
窓
口
で
す
が
、

相
談
し
や
す
く
な
る
よ
う
ア

プ
リ
な
ど
を
活
用
し
て
は
？

町
長
　
妊
娠
期
や
子
育
て
期

の
方
々
か
ら
の
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
に
む
け
て
今

担
当
と
十
分
協
議
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

再
質
問　

答
弁
の
中
で
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
令
和
６
年
に
『
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
』
に
衣
替
え

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
斜

里
町
に
は
〇
〇
セ
ン
タ
ー
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
当
事

者
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
の
機
能

や
役
割
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
情
報
提
供
を
し
て
く
だ

さ
い
。

町
長
　
利
用
さ
れ
る
方
、
関

わ
る
方
に
と
っ
て
わ
か
り
や

す
く
な
け
れ
ば
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
が
ら
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
努
め
て
い

き
ま
す
。

に
な
る
ま
で
継
続
し
た
支
援

を
行
う
に
は
、
周
囲
の
協
力

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
情
報
化
社
会
の

中
で
誹
謗
中
傷
で
何
度
も
傷

つ
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
町

民
に
対
し
て
も
啓
発
活
動
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長
　
海
難
事
故
で
は
被
害

者
の
苦
し
み
に
身
を
も
っ
て

接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

人
ご
と
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
繰
り
返
し
誹
謗
中
傷
を
し

な
い
よ
う
訴
え
て
き
ま
し
た
。 

周
囲
の
方
々
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
条
例
の
中
に
し
っ
か
り
組

み
入
れ
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

条
例
制
定
の
時
期

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
か
？

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
開
設
！

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

に
期
待
し
ま
す

の
時
代
に
合
っ
た
手
法
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

 

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

拠
点
」
の
機
能
を
拡
充
す
る

た
め
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
ぽ
る
と
内
に
移
転
し
て

は
？

町
長
　
令
和
５
年
中
に
ぽ
る

と
内
に
移
設
し
、
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
の
保
育
ス
ペ
ー
ス

と
す
る
べ
く
一
連
の
改
修
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

改
修
時
に
は
「
木

育
」
の
視
点
か
ら
木
材
を
多

く
使
い
温
か
み
の
あ
る
保
育

ス
ペ
ー
ス
に
し
て
は
。
誕
生

祝
い
制
度
『
森
の
ス
プ
ー
ン

事
業
』
に
も
マ
ッ
チ
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　 

「
木
育
」
の
大
切
さ

は
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

速やかで継続的な支援をするために犯罪被
害者等支援に特化した条例が必要です。

子育てに悩みはつきものです。気軽に子育て世代
包括支援センターへ相談してみましょう！

町
長
　
な
る
べ
く
早
期
に
、

斜
里
郡
三
町
で
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

町
長
　
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
、

国
で
は
現
時
点
で
接
種
効
果

の
検
証
、
副
反
応
等
の
調
査

研
究
中
で
あ
る
ほ
か
、
接
種

に
多
額
の
費
用
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
希
望
に
基
づ
く
任

意
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
も
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

定
期
接
種
と
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て

も
帯
状
疱
疹
を
予
防
す
る
手

段
と
し
て
有
効
な
の
は
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
国
の
動
き
や
各
自
治
体

の
動
向
も
鑑
み
な
が
ら
実
施

に
向
け
て
実
施
方
法
や
予
算

の
検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

再
質
問　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

の
料
金
を
国
保
病
院
で
調
べ

た
と
こ
ろ
２
３
，６
５
０
円

で
２
回
打
つ
必
要
が
あ
り
、

ま
た
生
ワ
ク
チ
ン
は
６
，６

０
０
円
で
町
内
の
医
療
機
関

で
接
種
で
き
ま
す
。
し
か
し

非
常
に
高
額
な
た
め
、
町
の

予
算
を
有
効
に
使
う
た
め
に

は
段
階
的
に
、
80
歳
、
70
歳
、

60
歳
、
50
歳
の
順
で
摂
取
を

行
う
方
法
を
と
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
痛
み
の
ひ
ど
さ
は
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
の
で
、 

斜
里
町
と
し
て
ど
の
程
度
の

負
担
な
ら
で
き
る
か
実
施
に

向
け
検
討
し
ま
す
。

問　

９
月
の
全
員
協
議
会
で

「
第
２
期
計
画
の
骨
子
」
と

「
実
証
実
験
事
業
費
試
算
」

が
示
さ
せ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
示
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、「
現
在
の
進

捗
状
況
」
と
「
令
和
５
年
度

に
実
証
実
験
を
行
い
、
第
２

期
計
画
を
令
和
６
年
度
に
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
を
変
更
す

る
可
能
性
は
あ
る
の
か
」
伺

い
ま
す
。

町
長
　
進
捗
状
況
で
す
が
、

公
共
交
通
協
議
会
は
７
月
以

降
未
開
催
で
す
。
運
営
方
法

や
運
営
収
支
等
、
公
共
交
通

事
業
者
と
の
協
議
等
を
踏
ま

え
、
次
期
公
共
交
通
シ
ス
テ

次期公共交通計画の進捗状況は？
佐々木 健祐 議員佐々木 健祐 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

共
交
通
協
議
会
を
計
画
的
に

開
催
す
る
こ
と
が
重
要
と
思

い
ま
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
事
業
者
と
し
っ
か
り

協
議
を
し
、
協
議
会
に
諮
り

な
が
ら
、
ま
た
、
議
会
に
早

め
に
相
談
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

ス
ジ
ュ
ー
ル
ど
お

り
進
ん
で
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
時
点
の
進
捗
状
況

を
議
会
に
報
告
等
す
べ
き
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

町
長
　
常
任
委
員
会
等
で
報

告
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

遅
れ
は
遅
れ
と
し
て
報
告
し

な
が
ら
次
に
向
か
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

帯
状
疱
疹
は
子
供
の
頃

に
感
染
し
た
水
疱
瘡
と
同
じ

ウ
イ
ル
ス
で
、
体
の
中
で
再

活
性
化
す
る
こ
と
で
発
症
す

る
肌
の
病
気
で
す
。
特
に
50

歳
以
降
は
加
齢
に
よ
る
免
疫

力
が
低
下
す
る
た
め
、
そ
の

発
症
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

し
ば
し
ば
灼
熱
感
、
ま
た
は

刺
す
よ
う
な
痛
み
を
伴
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
80
歳

ま
で
に
約
３
人
に
１
人
が
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
帯
状
疱
疹
に
か
か

る
方
が
増
え
て
い
る
中
、 

こ

れ
を
予
防
す
る
に
は
帯
状
疱

疹
専
用
の
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ

必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
保

険
適
用
に
な
ら
ず
非
常
に
高

額
な
た
め
、
た
め
ら
っ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
北
海
道
の

自
治
体
の
中
に
は
札
幌
市
、

千
歳
市
、
今
金
町
、
幌
延
町

な
ど
ワ
ク
チ
ン
助
成
を
し
て

い
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
国
の

薬
事
承
認
や
近
隣
の
動
向
調

査
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
罹

患
す
る
方
の
痛
み
な
ど
を
考

え
る
と
早
く
手
を
差
し
伸
べ

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

キャプション

ム
の
選
定
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
の
予
定
を
変

更
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
進
行
全
般

に
遅
れ
を
生
ず
る
見

込
み
で
す
。
当
面
は

し
ゃ
り
ぐ
る
運
行
継

続
を
事
業
所
と
協
議

し
、
並
行
し
て
実
証

実
験
に
向
け
た
協
議

を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
遅
れ
を

取
り
戻
す
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

ま
ず
は
公



＜　＞11 斜里町議会だよりNo.198　令和５年・2023年２月号

一般廃棄物の１市４町による
広域処理計画について

金盛 典夫 議員金盛 典夫 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

理
方
式
に
変
え
、
生
成
物
や

浸
出
水
を
肥
料
と
し
て
農
地

還
元
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。

町
長
　
一
般
ご
み
の
処
理
は

焼
却
灰
が
少
な
く
経
済
的
に

優
れ
た
方
式
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
処
理
は
高

温
高
圧
処
理
方
式
に
よ
る
生

成
物
を
肥
料
と
し
て
農
地
還

元
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業

の
広
域
化
に
む
け
て
網
走
市
、 

斜
里
町
、
小
清
水
町
、
美
幌

町
、
大
空
町
の
１
市
４
町
で

令
和
10
年
度
稼
働
を
め
ざ
し

て
協
議
中
で
あ
り
ま
す
が
、

「
み
ど
り
と
人
間
の
調
和
を

求
め
て
」
と
す
る
斜
里
町
の

基
本
理
念
及
び
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
め
ざ
す
た
め
、
ご
み
処

理
方
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

①
広
域
事
業
に
よ
る
一
般
ご

み
の
処
理
は
焼
却
方
式
が
有

力
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
場
合
、
最
終
処
分
場
の
延

命
を
図
る
た
め
極
力
焼
却
残

渣
を
残
さ
な
い
方
式
、
た
と

え
ば
灰
溶
融
施
設
の
併
設
又

は
低
炭
素
型
シ
ャ
フ
ト
炉
な

ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

②
廃
棄
物
処
理
事
業
の
広
域

化
に
よ
っ
て
一
般
ご
み
を
町

外
で
処
理
す
る
場
合
、
み
ら

い
あ
ー
る
の
資
源
化
施
設
が

短
期
間
の
利
用
で
不
要
と
な

り
、
施
設
整
備
に
要
し
た
膨

大
な
経
費
が
無
駄
に
な
り
ま

す
。
一
方
、
生
ご
み
処
理
は

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、 

環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
に
も

高
速
堆
肥
化
方
式
か
ら
資
源

化
施
設
に
よ
る
高
温
高
圧
処

一般ごみは燃料に、生ごみは堆肥として農地還元する方式。それぞれに課題がある。

内部統制の充実でリスクの回避を
木村 耕一郎 議員木村 耕一郎 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

問　

内
部
統
制
は
、
職
員
に

は
馴
染
み
が
薄
い
で
す
が 

「
業
務
が
適
切
か
つ
正
確
に
、

そ
し
て
効
率
的
か
つ
有
効
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を

管
理
す
る
組
織
内
部
の
ル
ー

ル
ま
た
は
仕
組
み
」を
い
い
、

具
体
的
に
は
業
務
上
の
リ
ス

ク
や
手
順
を
可
視
化
し
、
不

正
等
の
危
険
を
予
防
・
統
制

す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
不
正
の
防
止
や
発

見
だ
け
で
は
な
く
、
不
正
が

起
こ
り
に
く
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
を
通
し
て
、
業
務
の

効
率
化
や
経
費
の
削
減
を
検

証
す
る
こ
と
が
狙
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
斜
里
町
の

内
部
統
制
的
形
態
と
運
用
状

況
は
？

町
長
　 

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
」
条
例
を
基
に
運
用
、
事

務
改
善
委
員
会
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

　

急
に
制
度
の
導
入
を
図
る

と
、
経
済
性
・
効
率
性
・
有

効
性
が
低
く
な
り
、
斜
里
町

の
統
制
環
境
が
十
分
で
な
い

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
数
年
か
け
て
、

今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た

内
部
統
制
の
取
り
組
み
の
体

系
化
・
可
視
化
を
し
て
、
ま

ず
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
必
要

な
見
直
し
を
行
い
、
斜
里
町

の
規
模
に
応
じ
た
内
部
統
制

モ
デ
ル
の
整
備
の
充
実
・
運

用
の
向
上
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
今
後
内
部
で
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。キャプション

問　

地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
令
和
２
年
か
ら
都
道
府

県
と
政
令
都
市
は
、
内
部
統

制
制
度
の
整
備
・
運
用
が
義

務
化
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
自

治
体
に
は
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
努
力
義
務

か
ら
義
務
化
さ
れ
る
可
能
性

内
部
統
制
の
制
度
導

入
を
図
る
か
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●12月定例会議に伴い、モニターが傍聴・配信視聴した時の参考に
　なるよう、説明会を開催しました。
・１１月臨時会議の主な結果と１２月定例会議の主な内容
　　①一般議案　②条例案　③補正予算の主な内容　等々
・斜里町議会・斜里町全般

●モニターからは
・家事用上水道基本料金３ヶ月免除はいつからですか？
・職員の定年延長をどのように考えていますか？
・国保病院の人工透析２床増床は、対象患者が増えているからですか？

　等々の質問や意見をいただきました。

議会モニターへの
議会運営委員会説明会

12月９日

委
員
会
活
動

議会運営委員会

議会モニターと
議会議員の懇談会
１月17日

議員研修会『食のまちづくり』『食のまちづくり』置戸町　11月18日

⃝講演では、生涯食育や地産地消への取り組み等
が紹介されました。
　子どもを取り巻く食環境の変化や健康寿命を延
ばすための高齢者の食事についてなど、事例を交
えてお話しいただき、改めて食の大切さについて
考える機会となりました。
　置戸町の成人式では懐かしい給食カレーが提供
されるとのこと、共通の『思い出の味』があるこ
となどを伺いました。

「置戸町給食カレー」佐々木十美氏
（置戸町食のアドバイザー・管理栄養士）

議会広報常任委員会
⃝10月７日（第９回）9月定例会議・議事日程
⃝11月１日（第10回）正副議長立候補制
⃝11月24日（第11回）11月臨時会議・議事日程
　　　　　　　　　 モニター説明会
⃝12月９日（第１２回）12月定例会議・議事日程
　　　　　　　　　 モニター懇談会
⃝12月14日（第13回）12月定例会議・議事日程
⃝12月15日（第14回）12月定例会議・議事日程
　　　　　　　　 意見案各委員会の欠員補充

⃝12月14日（第６回）198号編集打ち合わせ
⃝12月16日（第７回）198号編集会議
⃝１月11日（第８回）198号ゲラ原稿校正
　　　　　　　　　 作業開始開始
⃝１月20日　　　　 入稿校了
⃝２月１日　　　　 発行
＊議会広報への感想ご意見をお寄せください
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

１．ウトロ鮭テラス　観光客のため、総合的案内板、子供、老人など
閲覧台の整備が必要。

２．しれとこ野営場　トイレの整備が急務。案内板などで誘導する必
要性があります。

３．夕陽台の湯　改修工事の必要から、地域住民と対話し、行うべき
と考えます。

４．知床自然教育研修所　自然環境イベントなどを、住民と行うよう
な拠点づくりにすべき。

５．道の駅シリエトク　店内の動線の要望を聞き、増収につながる整
備をすべきです。

６．朱円小学校農業収蔵施設　天に続く道との共存で、桜園も含めて
知床行き帰りの観光客のスポット的な利用の提案されました。

７．斜里中学校　＊斜里中学校の学力向上対策、＊中一ギャップ不登
校などの現状＊部活等の取り組み方など放課後授業など校長先生
を中心として感心しました。

町
内
所
管
事
務
調
査

⃝緑ダム小水力発電所
　斜網地域畑地かんがい施設の維持管理費の軽減とCO2の削減を目的
にした小水力発電施設です。令和４年６月から開始し、現在順調に稼
働している状況を確認しました。
　これから初めて迎える冬季間の状況も気になるところです。

⃝道の駅うとろ・シリエトク
　１５年が経過した道の駅。修繕が必要な箇所の確認や、より使いやす
い施設になるよう状況を調査しました。観光振興に欠かせない施設で
あり今後の方向性について協議しました。

⃝自然センター及び１００㎡運動ハウス
　風害により修繕した箇所の確認や、新たに設置された新運動参加者
の名札の掲示方法について調査しました。一部運動地の間伐材も使い、
木立をイメージするなど工夫されていました。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

町
内
所
管
事
務
調
査

キャプションキャプション

キャプションキャプション

キャプションキャプション

10／18

11／16
2022年度町内所管調査報告2022年度町内所管調査報告

キャプションキャプション

キャプションキャプション

キャプションキャプション

産業厚生常任委員会総務文教常任委員会
⃝10月11日　町内所管調査悪天候で延期
⃝10月27日　委員長の選任　指名推薦投票
　（第８回）　町内所管調査の確認
　　　　　　意見書の取り扱い
⃝11月16日　町内所管調査・まとめ
　（第９回）
⃝12月６日　12月定例会議議案説明ほか 
　（第10回）　

⃝12月７日　12月定例会議案協議
　（第６回）　総務部所管案件
　　　　　　教育委員会所管案件
　　　　　　今期の学力向上対策に対する
　　　　　　委員の意見提出など
⃝12月15日　常任委員の補充者選任
　（第７回）

斜
里
町
議
会
の
４
委
員
会
10
月
以
降

の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。
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●農業の全体としての動きは、生産額も平年より上向きの状況の中、
例年作を多少上回る状況でした。
　畑作農業では一戸あたりの耕作面積が増えておりますが、一方では
農業従事者の減少や高齢化による担い手の育成・確保、規模拡大によ
る労働者不足が大きな課題と感じています。
　畑作は、輪作体系の確保に加え作物・地力・
微生物のポテンシャルを最大限に活用する持
続的生産が重要です。経営外部からの支援が
なければ、農業経営自体が成り立たなくなっ
てしまいます。
　議会ができる事に限りはあると思いますが、 
斜里農業のあるべき姿を含め、国政・道政に
現場の声を届けて欲しいと強く思っています。
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町の産業の三本柱に従事される方々に、 
今後の町へ、議会へ期待する声や、課
題などについて伺いました。

●ウトロで漁師をやりながら、水揚げされた
魚を加工し、販売にも取り組んでいます。
　知床で、最高の品質と味を誇る魚の付加価
値を高めたいという思いから始めました。
　自分の町の産業に関わり、消費者と繋がる
ことに、やりがいを感じて働いていています。
　町に、議会に考えて欲しいことがあります。
　僕たちのような、小規模の加工を始めてい
る人は、少しづつですが増えています。
　しかし、実際は、ウトロで水揚げされた鮭
などは、自分たちの規模では購入することが
できません。また、ウトロで水揚げされた魚
類は、一度斜里へ運ばれて、また、ウトロへ
運んでくるという状況です。SDGsで考えて
も…非効率な状態です。
　鮭の町をうたう地域です。ぜひ、こうした
流通システムの課題
の検討を一緒に取り
組んで欲しいです。
　町の誇れる産業の
広がりを期待してい
ます。
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第5回 10月  7日
第6回 11月24日
第7回 12月16日

●突然の感染症の広がりにより、どの職種の方々も打撃を受けました。
僕も一企業として、コロナ渦での営業方法に悩み、日々考えながら過
ごしてきました。
　２年前より商工会青年部で部長を務めておりますが、町内のお祭り
や企画したイベント等も感染症の急増により中止や延期となってしま
うことも多々ありました。そのような状況下ですが、子供たちの思い
出作りとなるよう、最初から中止ではなく、
どのようにしたら開催できるかを考え、開催
できる方向を模索してきました。
　行政にお願いしたいことは、やる前からダ
メと決めつけず、やれる方法を考え、運営や
実行のサポートをしていただけるようにして
ほしいです。町民のため、斜里にずっと住み
たい！と思える、より良い環境作りを期待し
ています。

◇お詫びと訂正◇
前号（197号）において誤りがありました。

◦４ページ…斜里町一般廃棄物処理基本計画
（案）の策定　最下段

　　　　　　誤）堆肥化処理をする場合
　　　　　　正）堆肥化処理を廃止の場合

◦７ページ　海道議員一般質問 　最下段
　　　　　　誤）地域おこし強力隊
　　　　　　正）地域おこし協力隊

＊訂正してお詫び申し上げます。

農業従事者
　石 井　孝 幸 さん

自営業
　澤 田　正 弘 さん

漁師・圓子水産
　圓 子　瑞 樹 さん

議
員
協
議
会

⃝議員活動に関わる事項
•航空機を利用する出張に関する旅費の取扱い一部変更（精算方式）。
•選挙期間中の遊説に係る申し合わせは、実施しないとしました。

⃝議員改革に関わる事項
•オンラインの委員会の開催要綱を整理しました。
•正副議長選挙の意思表明は、実施しないとしました。

Facebook ホームページ

◦Facebookで議会の情報を発信中!
◦ホームページでは、議会インターネット
中継、録画配信・会議録、広報も見るこ
とができます。

http://gikai-sharitown.net/index.html

町政の重要事項や議会運営等に関する協議
や調整等を行う、全議員で行う会議です。

2022年から2023年へ！
　　まちの声…拾いました！

改選期を迎える
　　　　　議会へ町へ


